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菅原 和事 (京大 ･盟長研)
群れを離れて単独生活をしているニホソザルのオスの
間で生起する "締れな出会い"の構造を分析することを
通じて,オスの対地的態度の一般的特性を了解すること
が本研究の主限である｡調査は宮崎脹串良において0日
間行なわれた｡調査方法は主に個体追跡法を用い,15頭
のハナレオス (7歳～11歳)を計148時間にわたって追
跡し,その間に生起する相互作用を全て記収した｡
今回の調査と1974年度の調査結果 (菅原'75) との比
較から,次の3点を指摘できる｡1)前回5-6歳であ
ったオス (12頭)の42%が島外に去っていることから,
群れ敵脱直後のオスは6-7歳にかけて急故な孤立化と
生活空間の改変に向かう傾向が強いと言える｡2)一方,
より年長の-ナレオス(16頭)の87･5%が現在も島内に
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